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( 昭 和 5 3 年 7 月 ま で )
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束 北 大 学 教 授 未 来 科 学 技 術 共 同 研 究 セ ン タ ー に 配 置 換
東 北 大 学 大 学 院 工 学 研 究 利 ・ 金 属 工 学 専 攻 に 配 置 換
東 北 大 学 評 議 員
束 北 大 学 教 授 未 来 科 学 技 術 共 同 研 究 セ ン タ ー セ ン タ ー 長
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定年退職
日本金属孚会西山記念賞
H本金j禹学会功紬賞
U本鉄鋼協会俵楡文賞
日本鉄釧協会山制賞
H本鉄鋼恊会山岡賢
平成10年唆河北文化賞
第2同日本鉄鯛恊会学術功紬賞
第40回日本金属学会谷川・ハリス賞
1寺許庁 11業所有椛制度関係功労背表彰
第3回Π本金属学会功労賞
学会等における活動
H本金属学会会縦編架委員(昭和54年~昭和56年)
日本金属学会会報編葉委員印召和58郁~Ψ成2郁)
Π本金属学会欧文誌編集委R (昭和62午~平成5年)
Π本鉄鋼恊会評議n (昭和63年~平成允年)
東北地区物理研究会世話人(平成2午~現在)
U本工学教育協会嘔業企1咽委員会委員(平成4年~平成Ⅱ年)
日本鉄鋼協会ものづくり分科会、上査(平成4年~平成9午)
東北工学教育恊会常任理出・評議貝(平成4年~平成17年)
日本FES研究会総務相当理事(平成4年~〒成14年)
日本鉄釘釧"会育成委貝会委員(平成5午~平成15年)
日本資源・索材学会東北支部常議n (、r成5年~十哘虹1年)
日木金属学会会誌編集委員(平成5年~平成9年)
目木金1萬学会出版委員会委員(平成5年~平成13年)
日本金属学会出版委員会委員長(平成5年~平成7年)
日木金属学会分科会委員(平成5年~平成9年)
日本鉄鋼協会易'基研・究会鉄鋼スラグの基礎と応用部会委R (平成5年~平成8年)
日本金属学会理*(平成6年~平成8年)
日本鉄鋼協会理事(平成6年~平成7年)
日本鉄鋼協会譜1温プロセス部会部会長(平成7年~平成9イ1.)
日本金属学会金属化学入門シリーズ委貝長(平成7年~平成13年)
日本鉄鋼協会評議員(平成8年~平成9{月
日本鉄鋼恊会評議貝(平成10年~平成Ⅱ年)
日本金属学会理*(平成10年~平成12午)
丹本金属学会副会長(平成10年~〒成12年)
日本金属学会会報編集委員(平成11年~平成13イ10
日本金属学会第0分利・委員長(平成11年~平成13年)
日本金属学会欧文誌編集委員(平成12年~平成14年)
日本金属学会会誌綸集委員(平成12年~平・成14年)
日本鉄鋼協会詐議員(平成12年~平成13年)
口木鉄鋼恊会学会部門学術部会社会鉄鋼_11学部会運営委貝会委員艇哘虹2年~平成18年)
日本鉄窮恊会東北支部支部長(平成12年~平成14年)
Π本上学アカデミー理平(平成12年~平成16年)
研究科長
経済産業大臣賞
???
物 理 教 育 学 会 東 北 支 音 慨 里 * ( 平 成 1 2 年 ~ 平 成 1 3 午 )
日 本 金 } 禹 学 会 第 4 分 科 委 貝 長 ( 平 成 1 3 年 ~ 平 成 1 5 年 )
日 本 金 属 学 会 理 弓 i  何 切 艾 1 4 年 ~ 平 成 1 6 年 )
日 本 剣 、 鋼 協 会 理 * ( 平 成 1 4 年 ~ 平 成 1 5 年 )
目 本 知 財 学 会 人 材 育 成 担 当 理 * ( 平 成 1 4 年 ~ 現 任 )
物 理 教 育 学 会 東 北 支 部 支 部 長 ( 平 成 1 4 年 ~ 現 在 )
日 木 金 属 学 会 会 1 立 ( 平 成 1 5 年 ~ 平 成 1 6 年 )
日 本 F E S 研 究 会 監 事 い N 戊 1 5 年 ~ 月 討 丹
日 本 鉄 鋼 協 会 評 議 員 糾 切 虹 6 年 )
全 国 材 料 関 係 敦 室 恊 議 会 会 長 ( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 玲 年 )
東 北 _ L 学 教 育 協 会 会 長 ( 、 F 成 1 7 午 ~ 現 在 )
H 本 工 学 教 青 恊 会 理 *  C 常 任 理 寸 リ 剣 千 ) ( 平 成 1 7 年 ~ 平 成 1 8 午 )
社 会 に お け る 活 動
Π 本 学 術 振 興 会 製 鋼 第 1 9 委 員 会 製 鋼 セ ン サ 小 委 員 会 委 員 印 召 和 6 1 仟 ~ 平 成 元 年 )
東 北 学 生 卓 球 速 鴨 副 会 長 印 召 和 6 2 年 4 月 ~ 平 成 1 3 年 )
日 本 学 術 振 興 会 製 釧 第 1 9 委 員 会 委 貝 ( 昭 和 6 2 年 ~ 平 成 1 3 午 )
日 木 学 術 振 興 会 産 学 絢 力 研 究 委 員 ( 乎 成 元 午 ~ 平 成 2 郁 )
名 占 屋 大 学 工 学 音 刷 レ 常 勤 講 師 ( 平 成 3 年 ~ 平 成 4 年 )
宮 城 県 高 等 学 校 牛 徒 理 利 ・ 研 究 会 発 表 会 講 帥 可 妨 艾 5 年 ~ 現 在 )
日 本 学 術 振 興 会 製 銑 第 5 4 委 員 会 委 員 ( 平 成 5 年 4 打 ~ 渉 打 ■
B 本 学 術 会 議 第 5 部  r 学 令 属 工 学 研 究 連 絡 委 員 会 「 金 属 プ ロ セ ス 寺 門 委 員 会 」 委 員
( 、 1 ' 成  6 年 ~ 平 成 1 0 年 )
財 団 法 人 宇 細 環 境 利 用 促 進 セ ン タ ー 低 損 失 電 力 制 御 素 子 用 高 品 質 結 品 材 料 創 製 技 術
開 発 プ ロ ジ ェ ク ト の 物 竹 値 測 定 分 利 ・ 会 委 員 ( 平 成 7 年 ~ 平 成 1 2 年 )
新 エ ネ ル ギ ー ・ 産 業 技 術 総 合 開 発 機 描 環 境 凋 和 型 牛 産 技 術 開 発 委 員 会 委 員
( 平 成 8 午 ~ 平 成 1 2 年 )
太 陽 電 池 用 原 料 ・ 技 術 研 究 組 合 技 術 分 利 ・ 会 委 員 ( 平 成 8 年 ~ 平 成 1 3 年 )
建 設 省 川 わ 上 木 研 究 セ ン タ ー 鋼 矢 板 品 質 轍 ' 認 調 査 検 討 委 員 会 委 員 長 ( 平 成 8 年 ~ Ψ 成 1 0 年 )
東 京 上 業 人 学 非 常 勤 講 師 ( 平 成 9 年 )
H 本 学 術 抓 興 会 製 鋼 第 1 9 委 員 会 反 応 プ ロ セ ス 研 先 会 主 査 ( 平 成 9 年 ~ 平 成 1 3 年 )
日 オ が 1 術 振 興 会 特 別 研 究 員 審 査 会 専 門 委 員 ( 平 成 9 作 ~ 平 成 H 年 )
文 利 . 省 文 部 省 大 学 設 擢 学 校 法 人 審 議 会 呼 門 委 員 ( 大 学 設 置 分 科 会 ) ( 平 成 9 年 ~ 平 成 1 3 年 )
文 部 雀  1 」 、 1 立 , 留 等 専 門 テ 校 教 員 の 遺 ぎ 及 び 局 等 専 門 学 校 教 員 胤 験 認 定 に 係 る 協 力 者
い γ 成 9 年 ~ 平 成 Ⅱ 年 )
則 団 怯 人 宮 城 県 高 度 技 術 振 興 財 団 宮 城 県 地 域 結 休 型 共 同 研 究 事 業 共 同 研 究 推 進 委 員 会 委 員
( 平 成 1 0 年 ~ 平 成 1 2 午 )
則 団 怯 人 宮 妨 以 1 , 1 高 度 技 術 振 興 則 団 宮 城 県 地 域 結 集 型 共 同 研 究 事 業 研 究 員
( 平 成 1 0 年 ~ 平 成 1 2 年 )
文 部 省 学 術 密 議 会 山 . 門 委 員 ( 利 ・ 学 研 究 費 分 科 会 ) ( 平 成 1 0 年 ~ 〒 成 Ⅱ 年 )
日 本 鉄 鋼 迎 盟 鋼 欠 板 J I S 規 桃 専 門 委 員 会 委 員 長 ( 平 成 1 1 年 ~ 平 成 1 2 年 )
1 斗 学 技 術 振 興 嘔 業 団 特 許 化 促 進 委 員 ( 平 成 Ⅱ 年 ~ 平 成 1 4 年 )
九 州 大 学 大 学 院 上 e 1 研 究 科 非 常 勤 講 師 ( 平 成 1 1 年 ~ 平 成 1 2 年 )
株 式 会 礼 東 北 テ ク ノ ア ー チ 技 術 指 尊 員 ( 平 成 Ⅱ 年 ~ 平 成 1 3 年 )
財 団 法 人 岩 手 U ι 高 皮 技 術 振 興 会 R S P 研 究 会 委 員 ( 平 成 Ⅱ 年 ~ 平 成 1 2 年 )
日 木 テ ク ノ マ ー ト 開 放 特 許 活 用 例 集 作 成 委 貝 会 委 員 長 い 下 成 Ⅱ 年 ~ 平 成 1 2 午 )
株 式 会 社 野 村 総 合 研 究 所 東 北 地 域 に お け る フ ァ イ ナ ン ス 支 援 検 討 委 員 会 委 員
( 平 成 Ⅱ 年 ~ 〒 成 1 2 年 )
財団怯人金属系材料研究開発センター材料国家産業技術戦略検討委員会産学官の
迎挑強化WG委員(平成12年)
株式会社東北テクノアーチ取締役何切艾12年~平成18年)
則団法人みやぎ産業振興機構地域結集型共同研究*業共同研究推進委員会
(平成12年~平成14年)
TL0協議会環境整備委員会委員長(平成12年~平成13年)
文部省高笘教育局大学設磁・学校法人需議会専門委員(大学設識分科会)
(平成12年~平成13年)
文部省今後の産学連携の在り力に関する捌査研究恊力者会礒委員
日本学術会議出務局研究辿絡委員会委員(平成12年~平成15年)
日本学術振興会末来朋拓学術研究推進事業研究評価委員会委員(平成12年~平成14年)
則団法人日本特許"神餅餅防開放ヰ寺許活用例集作成委員会委員長(平成12午~平成15年)
則団法人いわて産業振興センター地域研究開発促進拠点支援心業(RSP)推進会議委貝
(平成12年~平成17年)
日本貿易振興会平成12年皮べンチャー・インキュベーション・スペース運営*業癒1内
審査委員会委員(平成12年~平成13年)
則団法人べンチャーエンタープライズセンター創造的中小企業支援事業「技術シーズ
那業化促進事業」に係る企1師述背委貝会委R長(平成12年~平成13年)
中倒束北大学名誉教授(平成12年~現在)
科学技術振興事業団先゛編工学(FOE)シンポジウム推進委貝(平成13年~平成154ト)
ビジュアルテクノロジー株式会社技術1影尊顧問(平成13年~平成16午)
日本学術振興会製鋼希19委員会委員長(平成13午~平成16年)
日本学術会議第5部工学金属工学研究連粘委貝会「金属プロセス専門委員会」監*
(平成13年~平成15年)
日本学術振興会末来開拓学術研究推進事業研究評価委貝会評価協力者 G1餅迩評価担当)
(平成14年~平成17年)
フィンランド佐康福祉センター推進恊議会(仙台市一フィンランド政府・リ業)副会長
(平成14年~""■
島根入学地域共同研究センター外部評価委員会委員(平成14年~平成15{月
財団法人みゃぎ産業振興機楴地域粘集型共同研究串業共同研究推進委貝会委員
(平成14年~平成15年)
則団法人みやぎ産業振興機構地域結集型共同研究*業産業化推進委貝会委貝
(平成14年~平成15年)
Π本貿易振興会平成14年度「ベンチャー支援策検討委員会」(平成N郁~平成15年)
日本技術者教育認定機構日本技術者認定機構の本認定にかかる塞査員(平成14年~平成15年)
株式会社U珂総合研究所国士交通省委託*業「産業施没を活用した人的交流促進による
地域活性化調査」検'寸委貝会委員(平成14年~平成15年)
熊本大学大学院自然科学研究科博士前期課程及び工学部の外部評価委員会委貝
(平成15年~平成16年)
(、1切艾12年~平h艾13年)
青菜f学振興会理事(平成15年~平成18年)
東北べンチャーランド推進センター理水(平成15年~Ψ成17年)
科学技術振興*業団研究成巣括用プラザ宮城技術評価委員会委員長(斗り戊15年~平成16年)
則団法人日本特詐佶帆機柚平成15午度特許流通データベース委員会委員長
(平成15年~平成16年)
国際知的産業特区推進会議プロジェクト会議委員(平成15年~平成16年)
FeelFinland (フィンランド大使館)顧問(平成15年~現在)
東北火学先進咲工学研究機構役員(平成15年~平成16年)
東 北 大 学 先 進 俊 工 学 研 究 機 揣 副 桜 キ 筈 長 ( 平 成 1 6 午 ~ 旦 詳 D
財 団 法 人 Π 水 1 、 % 下 恬 縦 機 榊 平 成 1 6 年 度 1 寺 許 流 通 デ ー タ ベ ー ス 委 員 会 委 員 長
( 斗 勺 戎 1 6 年 ~ 平 成 1 7 午 )
株 式 会 社 ア オ バ ・ テ ケ ノ ・ コ ア 発 起 人 軒 り 戎 1 6 年 )
株 式 会 社 ア オ バ ・ テ ク ノ ・ コ ア 取 締 役 御 り 戍 1 6 年 )
東 北 大 学 、 出 版 会 評 議 員 ( 乎 成 1 6 午 ~ 平 成 1 8 午 )
東 北 大 学 匁 珀 勺 則 産 i j ' 杵 委 U 会 委 員 長 剖 巧 虹 6 午 ~ 平 成 1 8 イ 1 り
宋 北 大 学 大 学 院 環 境 科 学 研 究 利 ・ 運 営 恊 議 会 委 員 ( 平 成 1 6 午 ~ 平 成 1 8 1 "
東 北 大 学 教 育 研 究 評 議 会 評 議 員 ( 平 成 1 6 午 ~ 平 成 1 8 年 )
独 立 行 政 怯 人 口 本 学 引 、 j 振 興 会 科 学 研 究 費 委 員 会 専 円 委 a  ( 平 成 1 伊 杓
独 立 行 政 怯 人 新 エ ネ ル ギ ー ・ 産 業 技 術 総 合 鯏 発 機 様 リ 支 術 委 員 ( 平 成 1 6 午 ~ 平 1 , 虹 8 午 )
岩 手 大 学 地 域 述 挑 扣 1 進 セ ン タ ー 外 部 , ゛ 仙 実 施 に 係 る 評 紙 委 員 ( 乎 成 1 6 年 ~ ' γ 成 1 8 年 )
財 山 法 人 令 属 系 材 料 棚 究 開 発 セ ン タ ー 理 事 ( 平 成 1 6 件 ~ 平 成 1 8 年 )
独 住 行 政 法 人 利 ・ 学 技 術 振 興 機 罧 野 W 揣 下 学 ( F O E ) シ ン ポ ジ ウ ム 訓 打 生 委 員
( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 1 8 1 1 り
独 立 行 政 紘 人 Π 木 学 術 振 興 会 1 、 ト 別 研 究 Π 等 密 査 会 専 門 委 員 及 び
凶 際 * 業 委 貝 会 冉 而 審 査 委 員 ( 平 成 1 7 午 ~ 平 成 1 9 年 )
独 立 行 政 怯 人 利 . 学 技 引 ' 尿 興 機 構 研 究 成 果 活 用 プ ラ ザ 宮 城 ・ 技 術 評 価 委 員 会 委 R 長
( 、 、 孕 成 1 6 年 ~ 平 成 1 7 1 1 り
独 住 行 政 法 人 科 学 技 術 , X 興 桜 構 る 卯 光 成 果 活 川 プ ラ ザ 宮 城 運 営 委 員 会 委 員
田 勺 戊 1 6 午 ~ 平 成 1 8 { 吟
村 限 会 社 官 然 食 彩 ( 打 菜 ' 心 念 会 鮪 ) 外 部 有 識 音 ( 平 成 1 6 午 ~ 平 成 1 7 年 )
東 京 高 等 裁 下 御 所 , ' ↓ バ 町 委 貝 ( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 1 8 年 , )
仙 台 ウ ェ ル ネ ス ・ コ ン ソ ー シ ア ム 外 部 評 狐 委 員 会 委 貝 ( 平 成 1 6 圷 ~ 平 成 1 7 午 )
財 団 法 人 来 北 産 業 活 性 化 セ ン タ ー 産 業 技 術 拓 謬 遜 委 員 会 委 日 長 ( 平 成 1 6 年 ~ 乎 J j 虹 8 仟 )
則 団 法 人 み や ぎ 芹 業 振 興 機 構 あ お ぱ イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン ス ク エ ア 入 居 審 汽 委 員 会 委 R
( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 1 7 1 殉
社 団 怯 人 U 本 発 明 恊 会 十 成 1 6 午 喫 国 陪 科 S 許 流 通 セ ミ ナ ー 開 併 委 貝 会 委 員
( 平 成 1 6 年 ~ η 勺 戌 1 7 圷 )
情 桜 . 牛 命 ・ ボ 来 型 も の づ く り 産 業 ク ラ ス タ ー 恊 議 会 会 長 ( 平 成 1 6 午 ~ 平 成 1 フ ィ ト )
則 団 法 人 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ コ ス モ ス 学 術 振 g 訓 犲 1 、 打 評 議 員 い 下 J 戎 1 6 年 ~ ' F 成 1 8 年 )
株 式 会 社 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ ニ ス モ ス 研 究 機 構 仙 台 地 域 知 的 ク ラ ス タ ー 仰 怖 艾 * 業
知 的 ク ラ ス タ ー 評 価 委 a 公 委 員 ( 平 成 1 6 午 ~ 平 成 1 8 卸 )
東 北 原 子 力 懇 談 会 参 リ ( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 1 9 午 )
礼 団 法 人 み や ぎ 工 業 会 特 別 会 員 ( 平 成 1 6 圷 ~ 平 成 1 7 年 )
1 け 成 工 業 高 等 専 門 学 校 吐 也 域 有 識 者 と の 態 談 会 委 員 」 ( 平 成 1 6 年 ~ 中 成 1 7 年 )
文 部 科 学 省 仙 台 知 的 ク ラ ス タ ー 推 進 委 員 会 委 員 ( 平 成 1 6 圷 ~ " 詳 ■
日 本 弁 理 」 : 会 知 的 蛸 産 政 策 諮 問 会 議 外 部 委 員 ( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 1 7 午 )
小 丘 1 華 中 科 技 大 学 客 員 教 授 可 り 戊 1 6 年 ~ 現 t ■
中 1 1 . 1 正 財 焚 理 工 大 学 客 貝 教 授 ( 平 成 1 6 午 ~ 現 在 )
中 ル 1 地 質 入 学 客 員 散 授 ( 平 成 1 6 午 ~ 現 在 )
占 菓 工 学 振 興 会 指 定 研 究 助 成 金 審 杏 員 ( 平 成 1 7 年 ~ 現 侘 )
財 山 怯 人 み や ぎ 産 業 振 興 機 構 部 議 員 糾 三 成 1 7 年 ~ 平 成 1 8 午 )
休 滞 東 日 本 り サ ー チ セ ン タ ー も の づ く り 日 本 大 賞 遼 当 出 業 東 北 j 也 域 水 務 局
も の づ く り 日 本 大 賞 東 北 地 域 進 ぢ 委 貝 ( 平 成 1 7 午 )
東 北 牛 産 性 本 削 抄 里 嘔 ( 平 成 1 7 年 ~ 乎 , 成 1 8 年 )
東 北 I T  ク ラ ス タ ・ イ ニ シ ア チ フ j 煩 問 い 1 勺 戎 1 7 年 ~ 平 成 1 9 年 )
宮'城県消費者恊会理Ui(平成17年~平成18年)
則団法人日新奨学会理、嘔(遺お委員町H◆(平成17年~乎成18年)
財団法人仙台応用補帳学研究振興則団次世代健康福祉・介護イ古報艮盤技術開発
コンソーシアムアドバイザリー・ボード委員長(平成17年~平成18年)
日小弁理士会知的則産政策諮問会議外部枩員(平成17年~平成18年)
独立行政法人利・学技術振興機構研究成果柄用プラザ宮城・技術評価委員会委員長
(平成17年~平成19年)
民主教育恊会東北支部常任理事(平成17年~平成1部月
財団怯人みやぎ産業科学娠興基金評議員(平成17年~平万艾18年)
仙台屯波工業高等専門学校運営,杏問会議評議員(平成17年~・十哘艾18年)

1.著書・編著(共著書等含む)
1.現代の金属学,実験技術集4,金属の化学的測定法1
井口泰孝(分担執筆),1976,日本金属学会
2. steelmakingDatasourcebook,
井口泰孝(分担執筆),1988, Gordon andBreach science publishers
業績目録
3.金属便覧,改定5版,
井口泰孝(分担執筆).1990,丸善
4. chemicalproperties ofMolten slags,
井口泰孝(分担執筆),1991,1ron and stee11nstitute ofJapan
5.ニューマテリアルハンドブック
井口泰孝(分担執筆),1993,昭晃堂
6.第51扱化学便覧応用化学編
井口泰孝(分担執筆),1995,丸善
フ.実験材料利・学ニューマテリアル開発への基礎
井口泰孝(分担執1御,1996,内田老鶴圃
1
8'材料利'学のための熱力学入門
井口泰孝(共訳),1998,講談社
11.研究論文
(1966年)
1. The solubility ofwata'in Liquid silicate
T. Fukushima, Y.1guchi, S. Ban・ya and T. FU、ua,
Transactions ofne lron and stee11nslitute ofJapan,6 a966),225-232
(1967年)
2.酸性および中性酸化物を含む溶融珪酸塩の水蒸気吸収
不破祐,萬谷志郎,福島勤,井口泰孝,
鉄と鋼,53 [2](1967),91-100
2( 1 9 6 9 年 )
3 .  T h e  s o l u b i l i t y  o f x v a t a ' i n  L i q u i d  c a o s i 0 2  W i l h  A 1 2 0 3 ,  T i 0 2 ,  a n d  F e o  a t
1 5 5 0  ゜ C
Y . 1 g u c h i ,  S .  B a n ・ y a  a n d  T ,  F u w a ,
T r a n s a c t i o n s  o f n e  l r o n  a n d  s t e e 1 1 n s t i t u t e  o f J a p a n , 9  a 9 6 9 ) , 1 8 9 - 1 9 5
( 1 9 7 0 年 )
4 .  T h e  s o l u b i l i t y  o f  w a t e r  i n  L i q u i d  c a o ・ s i 0 2 ・ M g o  w i l h  a n d  w i t h o u t  " F e o "  a t
1 5 5 0  ゜ C
Y . 1 g u c h l  a n d T .  F u w a ,
T r a n s a c t i o n s  o f T h e  l r o n  a n d  s t e e 1 1 n s t i t u t e  o { J a p a n , 1 0  ( 1 9 7 の , 2 9 3 5
( 1 9 7 2 年 )
5 .  H y d r o g e l ] i n  l " i q u i d  s i l i c a t e
Y . 1 g u c h i a n d  T .  F u w a ,
E x t r a i t d e  L , 1 1 Y D R O G E N E D A N S  上 E S  M E I ' A U X T o m e 2 ,
( 1 9 7 3 年 )
6 .  H e a l o f  M i x i n g  o f l r o n  N l o y s
Y .  T o z a k i ,  Y , 1 g u c h i ,  S .  B a n ・ y a  a n d T .  F u w a ,
C h e m i c a l M e t a Ⅱ U r 部  o f l r o n  a n d  s t e e l , 1 S I ,  a 9 7 3 ) , 1 3 0 - 1 3 2
7
E 丘 e c t  o f A d d i t i o n s  o f  o x i d e s  o n  t h e  s o l u b i l i w  o l w a t e r i n  L i q u i d  c a o ・ s i 0 2
Y . 1 g u c h i ,  S .  B a n ・ y a  a n d  T .  F u w a ,
C h e m i c a l M e t a 1 1 U r g y  o f l r o n  a n d  s l e e l , 1 S I ,  a 9 7 3 ) , 2 8 3 0
( 1 9 7 5 年 )
8 .  D i s s o l u t i o n  o f H y d r o g e n  i n  上 i q u i d  l r o n  h ' o m  G a s  p h a s e  { h r o u g h  上 i q u i d  s l a g
Y . 1 g u c h i a n d  T .  F u w a ,
M e t a l s l a g 、 G a s  R e a c l i o n s  a n d  p r o c e s s e s ,  a 9 7 5 ) , 8 - 1 5
( 1 9 7 7 年 )
9 .  T h e  B e h a v i o r  o f  o x i d e s  i n  E l e c t r o s l a g  R e m e l t i n g  o f s t e e l s
J 、  F .  E Ⅱ i 0 廿 ,  Y . 1 g u c h i a n d T ・ H .  c h i a n g ,
E l e c t r i c  F u r n a c e  p r o c e e d i n g s , 6 1  ( 1 9 7 フ ) , 2 0 8 - 2 2 0
a 9 7 2 ) , 4 2 4 - 4 2 6
1 0
高 温 熱 量 計 の 試 作 と 予 備 実 験 ; 銅 合 金 系 の 混 合 熱 の 測 定
井 口 泰 孝 , 下 地 弘 剛 , 萬 谷 志 郎 , 不 破 祐 ,
鉄 と 鋼 , 6 3 [ 2 ] ( 1 9 7 フ ) , 2 7 5 - 2 8 4
11 冷寵品熱最言Hこよるニッケルおよびコバルト合金の混合熱測定
井口泰孝,戸船河冬之,1削奇光雄.萬谷志郎,不破祐,
鉄と鋼,63[6] d97フ),953-961
(1978年)
12. ElectrochemicalAspects ofRe丘'actoryAtlack
Y' 1guchi, G. J. Yurek and J. F. E11iotl,
Proceedings ofthe Third lnternationa11ron and steel congress, a978),346
351
(1980年)
13. Ramal〕 spedroscopic S加dy on lhe st川dure ofsilicate slag
S. Kashio, Y.1guchi, T. Goto, Y. Nishina and T. Fuwa,
Transacuons oflhe lron and stee11nstitute ofJapan,20 a98の,251-253
(1981年)
N.高温熱量計による鉄合金の混合熱の測定
井口泰孝,戸崎泰之,柿崎光雄,不破祐,萬谷志郎,
鉄と鋼,67[フ] a98D,925-932
15 Ralnan spectroscopic study on lhe strudure ofsilicate slags
Y.1guchi, S. Kasl〕io, T. Goto, Y. Nishina and T. Fuwa,
Canadian Meta11Urgical Quarterly,20 a98D,51-56
(1982年)
16.ラマン分光法による珪酸塩スラグの構造解析
樫尾茂樹,井口泰孝,不破祐,仁科雄一郎,
鉄と鋼,68[14](1982),19釘・1993
3
17 商温熱量計による鉄合金の混合熱の測定
井口泰孝,昇祥一郎,斎藤研,不破祐,
鉄と鋼,68[劇 a982),633-640
18 Heat ofMixing of上iquid FeιOsi02 Slag
S. Ban・ya, Y.1guchi and H. Honda,
Proceedings of lnternalional symposium on the physical chemistry of lron
and steelmaldng, Toronto, can.1nsl. Metals, a982),39-44
(1983年)
19.泊獣戸スラグ中のガスの挙動.
不破祐,萬谷志郎,井口泰孝,
鉄と鋼,69[3] a983),371-37フ
後膝武生
石井不二夫,
42 0
溶 融 C r お よ び 溶 融 C r ・ F e 合 金 の 窒 素 溶 解 度
石 井 不 三 夫 . 井 口 泰 孝 . 萬 谷 志 郎 .
鉄 と 鋼 , 6 9 [ 8 ] ( 1 9 8 3 ) , 9 1 3 - 9 2 0
2 1
ラ マ ン 分 光 法 に よ る  C a o 、 M e o s i 0 2 ,  M n o ・ s i 0 2  お よ び  F e o ・ s i 0 2  系 ス ラ グ の
構 造 解 析
若 生 昌 光 , 井 口 泰 孝 , 萬 谷 志 郎 , 仁 利 立 隹 一 郎 , 不 破 祐 ,
鉄 と 鋼 , 6 9 [ 9 ] ( 1 9 8 3 ) . 1 1 4 5 - 1 1 5 1
( 1 9 8 4 年 )
2 2 . 純 酸 素 に よ る 溶 融 F e ・ N i ,  F e ・ c r 合 金 の 酸 化 速 度
萬 谷 志 郎 , 井 口 泰 孝 , 沈 市 戈 東 . 布 袋 屋 道 則 ,
鉄 と 鋼 , 7 0 [ 剖  a 9 8 4 ) , 8 3 8 - 8 4 5
2 3
溶 融 ウ ス タ イ ト の 水 索 に よ る 還 元 反 応 速 度
萬 谷 志 郎 , 井 Π 泰 孝 . 長 坂 徹 也 ,
鉄 と 鋼 , 7 0 [ 1 4 ] ( 1 9 8 4 ) , 1 6 8 9 - 1 6 9 6
2 4
N n e t i c s  o f w a t e r  v a l 〕 o r  D i s s o l u t i o n  i n  M o l t e n  s l a g s
S .  B a n ・ y a ,  Y . 1 g u c h i ,  S .  N a g a t a  a n d  s .  Y a m a m o t o ,
P r o c e e d i n g s  o f 2 n d  l n t e t n a t i o n a l s y m p o s i u m  o n  M e t a Ⅱ U r g i c a l s l a g s  a n d
F l u x e s , 1 a l く e  T a h o e ,  T M S ・ N M E ,  a 9 8 4 ) , 6 0 9 ・ 6 2 3
2 5
R a m a n  s p e c t r o s c o p i c  s t u d y  o n  t h e  s l r u d u r e  o f c a o ・ M e o ・ s i 0 2 ,  M n o ・
S i 0 2  a n d  F e o ・ s i 0 2  S l a g s
M .  w a k o ,  Y . 1 g u c h i ,  S .  B a n ・ y a ,  Y .  N i s h i n a  a n d T .  F u w a ,
P r o c e e d i n g s  o f 2 n d  l n t e l ' n a t i o n a l s y m p o s i u l n  o n  M e t a Ⅱ U r g i c a l s l a g s  a n d
F l u x e s ,  L a k e T a h o e , T M S A I M E ,  a 9 8 4 ) , 9 7 5 - 9 8 3
( 1 9 8 5 年 )
2 6 . 溶 融 C a o s i 0 2 ・ N 2 0 3 系 ス ラ グ に お け る 水 蒸 気 溶 解 度 お よ び 溶 解 速 度
萬 谷 志 郎 , 井 口 泰 孝 , 永 田 俊 介 ,
鉄 と 鋼 , 7 1 [ 1 ] ( 1 9 8 5 ) , 5 5 6 2
2 7
溶 融 ウ ス タ イ ト の C 0 に よ る 還 元 反 応 速 度
長 坂 徹 也 , 井 口 泰 孝 , 萬 谷 志 郎 .
鉄 と 鋼 , 7 1 [ 2 ] ( 1 9 8 5 ) , 2 0 4 - 2 1 1
2 8
S o l u b i l i t y  o f N i t r o g e n  i n  L i q u i d  c h r o m i u m  a n d  c h r o m l u m ・ 1 r o n  N l o y s
F . 1 S h i i ,  Y . 1 g u C 1 1 i  a n d  s .  B a n ・ y a ,
P r o c e e d i n g s  o f  G .  R .  F i t t e r e r  s y m l 〕 o s i u m  o n  N l t r o g e n  i n  M e t a l s  a n d  N l o y s ,
N e w Y o r k ,  T M S ・ N M E ,  A 8 5 - 2 3 ,  Q 9 8 5 ) , 1 - 1 1
29. Rate ofNitrogen Desorptlon from Liquid lron・C111'omium Nloys
S. Ban・ya, F.1Shii and Y.1guchi,
Proceedings of G. R. Fitterer sylnposium on Nitrogen in Metals and Nloys,
NewYork, TMSAIME, A85-19, a985),19
30.溶融Feto・si02 系スラグの生成熱測定
萬谷志郎,井口泰孝,本多弘,石塚晴彦,
鉄と鋼,71[フ](1985),846-852
31. Rate of Redudion of上iquld wuslile with co
T. Nagasaka, Y.1guchiand s. Ban・ya,
Thel'enthJapan・USSRJoin symposium on physicalchemistN of
MetaⅡ轍'gical process, a985),63-73
(1986年)
32. solubⅡity of Nitrogen in Liquid chromium and chromium・1ron AⅡoys
F.1Shii, Y.1guchi and s. Ban・ya,
Transactions ofthe lron and stee11nstitute ofJapan,26 [3] a986),128-132
33. Rate ofRedudion of上iquid wustile with Reducing Gases
S. Ban・ya, Y.1guchiand T. Nagasaka,
Proceedings oflnternational Ferrous MetaⅡUrgical professor seminar, Beijing,
China, a986),10-1-10-15
34.溶融 Cao・si02・Mgo, cao・si02・Ti02 系スラグにおける水蒸気溶解度および溶
解速度
萬谷志郎,井口泰孝,山本誠司,
鉄と鋼,72 [16](1986).2210-2217
35. Rate ofReduction ofLiquid lron oxide with co
T. Nagasaka, Y.1guchi and s. Ban・ya,
Process Techn010gy conference proceedings, The lron and steel society, of
AIME, warrendale, PA, USA,6,(1986),669-678
36. FES用経皮的埋め込み電極の検討
半田康延,星宮望,井日泰孝,尾田孝
電子通信学会, MBE8645,(1986),23'29
5
60 9 8 8 年 )
3 7 .  R a t e  o {  N i t l ' o g e n  D e s o r p t i o n  f r o m  L i q u i d  l r o n ・ c a r b o n  a n d  l r o n ・ c h r o m l u m
N l o y s  w i t h  A I ' g o n
S .  B a n ・ y a ,  F . 1 S h i i ,  Y . 1 g u c h i  a n d  T .  N a g a s a l く a ,
M e t a Ⅱ 轍 ' g i c a l T r a n s a c t i o n s  B , 1 9 B  f 2 ]  a 9 8 8 ) , 2 3 3 - 2 4 2
a 9 8 9 年 )
3 8 . 溶 融 酸 化 鉄 の C 0  に よ る 還 元 反 応 速 度 に 及 ぽ す 添 加 物 の 影 糾
長 坂 徹 也 , 井 口 泰 孝 , 萬 谷 志 郎 .
鉄 と 鋼 , 7 5 [ 1 ] , ( 1 9 8 9 ) , 7 4 - 8 1
3 9
W a t e r  v a p o r i n  M o l t e n  N u m h 徐 t e  F l u x e s
Y . 1 g u c h i ,  M .  w a t a n a b e  a n d  s .  B a n ・ y a ,
P r o c e e d i n g s  o f t l ] e  5 t h  c h i n a ・ J a p a n  s y m p o s i u l n  o n  s c i e n c e  a n d
T e c h n 0 1 0 g y  o f l r o n  a n d  s t e e l ,  a 9 8 9 ) , 3 0 9 3 2 1
4 0
機 能 的 電 気 刺 激 の た め の 極 細 経 皮 的 埋 込 み 電 極 の 開 発 と そ の 臨 床 応 用
井 口 泰 孝 ,半 田 康 延 , 半 田 勉 , 星 宮
三 王 二
日 本 パ ラ プ レ ジ ア 医 学 会 雑 誌 . 2  ( 1 9 8 9 ) , 1 0 8 - 1 四
4 1
D e v e l 0 郡 n e n t  o f  p e r c u t a n e o u S  1 1 ] 1 1 ' a m u s c u l a r  E l e c l r o d e  f o r  M U 1 1 i c h a n n e l  F E S
S y s t e m
Y .  H a n d a ,  N .  H o s h i m i y a ,  Y . 1 g u d l i a n d  T .  o d a ,
I E E E l r a n s .  B i o m e d .  E n g . , 3 6  d 9 8 9 ) , 7 0 5 - 7 1 0
4 2
R a l n a n  s p e c l r o s c o p i c  s l u d y  o n  s t r u c t u r e  o f  B i n a l y  s i 1 1 C a t e s  a n d  T e r n a r y  o x i d e
M e 1 1 S  w i t h  a n d  w i t h o u t  F l u o r i d e
Y . 1 g u c h i ,  K .  Y o n e z a w a ,  Y .  F u n a o k a ,  S .  B a n ・ y a  a n d  Y .  N i s h i n a ,
P r o c e e d i n g s  o f  3 1 ' d  l n t e r n a t i o n a l  c o n f a ' e n c e  o n  M o l t e n  s l a g s  a n d  F l u x e s ,
G l a s g o w ,  T h e  l n s t i t u t e  o f  M e t a l s ,  L o n d o n ,  a 9 8 9 ) , 1 6 9 - 1 7 1
4 3
H e a t s  o f  F o n n a t i o n  o f 上 i q u i d  F e t o ・ c a o ・ s i 0 2  a n d  F e t o ・ M n o ・ s i 0 2  S l a g s
S .  B a n ・ y a ,  Y . 1 g u c l ] i ,  H . 1 S I 〕 i z u k a ,  T .  s h i b 且 ね  a n d  M .  A I ' a i ,
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62. solubiⅡly of oxygen, Nilrogen and carbon in Liquid SⅡicon
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Proceedings of saleⅡite symposium of loth Nordic・Baltic conference on
Biolnedical Engineering,(1996),3336.
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98 Formation and oxidation ofsulphides on pure lron and lron oxides
M. watanabe, M. sakuma, T.1naba, and Y.1guchi,
Mater. Trans. JIM,41 [フ](200の,865-872
99 Fatigue prope11ies ofFES Electrodes in saline solution
M. watanabe, T. Kinami, T. Na川Shima, C. ouchi, Y.1guchi, Y. Handa and N
Hoshimiya,
Proceedings 0丘he lnternationalworkshop on FES, sendai,(200の,24-27
100SU所dation oflron and lron oxide at 573 t0773 K
T.1naba, M. sakuma, M. watanabe, T. Narushima, C. ouchiand Y.1guchi,
Proceedings ofthe lnterna110nal symposium on High・Temperaturc c01'rosion
and protection 2000,(200の,143-148
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1 0 1
東 北 地 方 の 産 官 学 連 携 一 学 の 立 場 か ら ー
村 二 口 泰 争 ,
技 術 と 経 洗 、 ( 2 0 0 0 ) , 1 1 - 1 6
1 0 2
D e v e l o p m e n t  o f l m p l a n t e d  B i o ・ m a t e r i a l s  a n d  A p p l i c a t i o n  t o  F E S  E l e c t r o d e s  a s
t h e  l n t e 1 イ a c e  b e N e e n  s t i m u l a t o r  a n d  N e 1 气 , e
Y . 1 g a c h i ,  C .  o u c h i ,  T .  N a r u s l ] i m a ,  M .  w a t a n a b e ,  T .  N n a l n i ,  T .  N i s l ] i k a w a ,  N
H o s h i l n i y a  a n d  Y .  H a n d a ,
P r o c e e d i n g s  o f  5 t h  A n n u a l  c o n f e r e n c e  o f  t h e  l n l e r n a t i o n a l  F u n c l i o n a l
S u m u l a t i o n  s o c i c t y , ( 2 0 0 の , 2 5 3 - 2 5 6
1 0 3
C 0 Ⅱ a b o r a t i o n  a n d  T e c h n 0 1 0 g y  T r a n s f e r  b e t w e e n  u n i v e r s i t i e s  a n d  l n d u s t r i e s
O n  D e v e l o p m e n t  o f  E l e c t r o d e s  a s  t 1 1 e  l n t e r l a c e  f o r  F E S  ( F u n c t i o n a l  E l e c t l ' i c a l
S t i m u l a ( i o n )
Y . 1 σ U c h i ,  T .  N a r u s h i m a ,  M .  w a l a n a b e ,  T .  K i n a m i ,  N .  H o s h i m i y a  a n d  Y .  H a n d a ,
P r o c e e d i n g s  o f  杜 l e  l n t a ' n a l i o n a l  c o n f a ' e n c e  o n  s t e e l  a n d  s o c i e t y , ( 2 0 0 の , 3 9 6 ・
4 0 1
( 2 0 0 1 年 )
1 0 4 . 機 能 的 電 気 刺 激 用 体 内 翅 め 込 み 電 極 の 機 械 的 ・ 竃 気 的 特 性 と 臨 床 評 価
半 田 康 延 , 井 { _ 1 泰 孝 .
大 庭 茂 男 , 藤 居 徹 , 渡 辺 雅 俊 , 星 宮
亡 ガ
三 壬 三 ,
医 用 電 子 と 生 体 工 学 , 3 9 [ 2 ] ( 2 0 0 1 ) , 1 1 8 ・ 1 2 4
1 0 5 .  p a r t n e r s l 〕 i p  b e l w e e n  u n i v c r s i l y  a n d  l n d u s t r i e s  a t  N I C H e ,  T O H O K U
U n i v e r s i w
Y . 1 g u c h i a n d  F .  K a m a t a
P r o c e e d i n g  o f  T h e  F i r s t  l n t e r n a l i o n a l  s c i e n c e  F 0 川 m  a t  t h e  H o n j o  c a m p u s ,
N d l a  p r e f e d u r a l  u n i v e r s i t y , 2 0 0 1 , 8 6 - 9 3
1 0 6 .  B e h a v i o r  o f o x y g e n  i n  G a ・ A S  M e 1 1 S  w i t h  l h e  R a n g e  o f A s  c o n t e n l u p  l o
5 m a s s %  E ( 1 U i l i b r a t e d  w l t h  B 2 0 3  F I U X
K .  T a j i m a ,  T .  o g a s a w a r a ,  T .  N a r u s h i m a ,  C .  o u c h i  a n d  Y . 1 g u c l ] i ,
M a t e l ' .  T r a n s . , 4 2  Ⅱ 1 ] ( 2 0 O D , 2 4 3 4 - 2 4 3 9
1 0 7 . 産 学 連 携 と 地 域 に お け る 企 業 立 地
井 口 泰 孝 ,
産 業 立 地 . ( 2 0 O D . 1
1 0 8 . 今 , 学 界 ・ 学 会 で の 産 学 連 携
井 口 泰 孝 , 鎌 田 史 絵 ,
電 気 学 会 基 礎 ・ 材 料 ・ 共 通 部 門 ( A 育 畔 恥 , 1 2 1 〔 3 ] ( 2 0 O D , 1 8 7 - 1 兜
109Cal01'imetric study on Hydration of cao・based oxides
Y.1guchi, T. Narushima and c.1Zumi,
J. Nloys and comp.,321 [21 (20OD ,276-281
110火学における産学連1究への取り組みと課題一東北大学を中心にー
村・口泰争,
応用物理,70[1](20OD,66-68
(2002年)
111. solubilities and Equilibrium Distribution coe伍Cients of oxygen and carbon in
SHicon
T. Narushima, A. Yalnashita, C. OUCI〕i and Y.1guchi,
Mater. Trans.,43 [8](2002),2120-2124
112Oxidation of silicon and silicon carbide in ozone・containing A11nospl〕eres at
973 K
T. Narushima, M. Kato, S. Murase, C. OUCI〕i and Y.1guchi,
J. kn. ceraln. SOC.,85 [8](2002),2049-2055
113Fatigue proper切10f stainless steel FES Electrode in Hanks! solution
Y.1guchi, T. Narushilna, K. suzuki, S. Yoshida, M. watanabe, T. Nnami and c
Ouchi,
Proc. of lnternational Fundional Eleclrical stimulation socieW 2002,(2002),
217-219
15
(2003年)
114. unNersiw・1ndustry cooperauon inJapan:工配hy and HOW?
Y. cao and Y.1gucl]i,
The lstlnternational conference on lく110wledge Economy and Development of
Science and Ted狐010gy,(2003),171-174
115Applicalion of sr β・alumina solid Electrolyle to a c02 Gas sens01'
T. G010, G. He, T. Narushima and Y.1guchi,
Solid state lonics,156 B・4](2003),329336
116Austenitic Grain Refinelnentin as cast HSLA steels by Dynamic RecryS仏Ⅱizatlon
N. Fujita, T. Narushima, Y.1guchi and c. ouchi,
Mater. sci. F0111m,426-4 (2003),1095-1100
117Oxidalion ofBoron carbide・silicon carbide composite a11073101773 K
T. Nalushima, T、 Goto, M. Ma111yama, H. Arashiand Y.1guchi,
Maler. Trans.,44 [3](2003),401-406
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産 学 連 携 ・ 知 的 人 材 育 成 の メ カ ニ ズ ム
井 口 泰 孝 ,
A C T e B R e v i e w , [ 4 ] ( 2 0 0 3 ) , 4 8 ・ 5 1
1 1 9
P a r t n e r s h i p  b e t w e e n  u n i v e r s i t y  a n d  l n d u s t r i e s  i n J a p a n
Y . 1 g u c h i
P r o c .  o f  l n t e r n a t i o n a l  F u n c t i o n a l  E l e c t r i c a l  s t i m u l a t i o n  s o c i e t y  2 0 0 3 , ( 2 0 0 3 ) ,
3 6 - 4 2
1 2 0 .  G r a i n  R e f i n e m e n t  o f A s  c a s t A u s t e n i t e  b y  D y n a m i c  R e c r y s t a 1 Ⅱ Z a t i o n  i n
H S L A  s t e e l s
N .  F u j i t a ,  T .  N a r u s h i m a ,  Y . 1 g u c h i  a n d  c .  o u c h i ,
I s u  l n t e m a t i o n a l , 4 3  [ 7 1  ( 2 0 0 3 ) , 1 0 腿 ・ 1 0 7 2
( 2 0 0 4 年 )
1 2 1 . 産 学 連 携 の 仲 介 組 織 :  T L 0  の 技 術 移 転 単 捌 略 に 関 す る ー ' 老 察
曹 勇 , 井 口 泰 孝 .
産 学 連 携 学 会 第 2  回 全 国 大 会 論 文 集 , ( 2 0 0 4 ) , 5 3 - 5 4
東 北 大 学 の 取 組 を 中 心 に
1 2 2 .  A  S 1 Ⅱ d y  o n  R e d u d n g t h e  u n c e H a i n t y  o f T e c h ・ T r a n s f e r p r o c e s s i n T 上 0
Y .  c a o  a n d  Y . 1 g u c h i ,
P r o c e e d i n g s  o f t h e  2 0 0 4  P o r t l a n d  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  M a n a g e m e n t  o f
E n g i n e e r i n g  a n d T e c h n 0 1 0 g y  ( P I C M 訂 ' 0 4 ) , ( 2 舶 4 ) , 2 8 5 - 2 9 0
1 2 3 .  A U T M 報 告 書 に 見 る 米 国 に お け る T L 0 活 動 の 成 果 と 課 題
曹 勇 , 井 口 泰 孝 , 長 平 彰 夫 ,
日 本 知 財 学 会 第 2  回 年 次 学 術 研 究 全 国 大 会 論 文 集 , ( 2 0 0 4 ) , 3 7 4 ・ 3 7 フ
1 2 4 W e t  o x i d a t i o n  o f s i l i c o n  c a r b i d e  a n d  s i H c o n  N i t r i d e
T .  N a r u s h i m a ,  T .  G o t o ,  C .  o u c h i  a n d  Y . 1 g u c h i ,
M e t a l s  M a t e r i a l s  a n d  p r o c e s s e s , 1 5  [ 1 - 2 1  ( 2 0 0 4 ) , 1 7 フ - 1 8 5
1 2 5
東 北 大 学 に お け る 研 究 推 進 ・ 知 財 単 戈 略
長 谷 川 史 彦 , 伊 藤 弘 昌 , 西 澤 昭 夫 , 井 口 泰 孝 .
日 本 知 財 学 会 第 二 回 年 次 学 術 研 究 発 表 会 , ( 2 0 0 4 ) 1 8 2 - 1 8 5
1 2 6
地 域 連 携 と 知 財 に 基 づ く べ ン チ ャ ー 創 出 一 東 北 大 学 の 場 合 一
川 嶋 史 絵 , 長 谷 川 史 彦 , 井 口 泰 孝 ,
日 本 知 財 学 会 , 第 二 回 年 次 学 術 研 究 発 表 会 , ( 2 0 0 4 ) , 2 1 0 - 2 1 3 ,
127東北大学における地域連携と産学官連携強化について
井口泰孝,川嶋史絵,
溶接学会論文集,22 [1](2004),181-185
Boron and Nitrogen in GaAs and lnp Melts Equilibrated with B203 FIUX
T. Yamada, T. Kudo, K. Tajima, A. otsuka, T. Narushima, C. ouchi and Y
Iguchi,
Mater. Trans.,45 141 (2004),1306-1310
Transcriptional Analysis of Genes for Energy catabolism and Hydrolytic
Enzymes in the olamentous Fungus AspergiⅡUs oryzae using cDNA
Microarrays and Expressed sequenceTags
H. Maeda, M. sano, Y. MaNyama, T. Tanno, T. Nくao, Y. Totsuka, M. Endo, R
Sakurada, Y. Yamagata, M. Machida,0. Ndta, F. Hasegawa, K. Abe, K. Gomi,
T. Nakajima andY.1guchi
APPI. Microbi01. Biolechn01.,65 (2004),74-83
Re負ne熱ent of β Grain size Due to T迅 orY203 PredpitatesinTitanium Nloy
T. Nomura, N. Yamamoto, T. Na川Shilna, Y.1guchiand c. ouchi,
Ti・2003, sdence and Techn010gy, V01.Ⅱ, DGM, wileyvcH,(2004),1235-1242
Nitridation ofTitanium・TinNloys during Heating in Nr
T. NaNshima, K. suzuki, S. Nmura, Y.1guchiand c. ouchi,
Ti・2003, science and Techn010gy, V01.1V, DGM, wileyvcH,(2004),2115・
2122
128
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132.Evaluatjon of Fatigue property ofT犹anium wires by Rotating・bending Testing
in lmass% Lactic Acid solution
T. Narusl〕ima, K. ueda, M. Yamashita, T. Murakami, C. ouchiand Y.1guchi,
Proc. of lnternalional Functlonal Electrical stimulation society 2004,(2004),
416418
133東北大学知的人材育成エクステンションスクールの成果と今後の課題
井口泰孝,長平彰夫,曹勇,
日本知財学会第二回年次学術研究発表会,(2004),358361
The current situation and Fulure stralegy of university・1ndustry cooperation
On Materials Techn010gy in Japan
Y. cao andY.1guchi,
Proceedings ofthe china Material Research sodeW 2004 klnualMeeting (C・
MRS2004),(2004),550-551
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1 3 5
産 学 連 携 一 国 立 大 学 法 人 は 私 立 大 学 と 競 存 で き る か ?
井 口 泰 孝 ,
A S T E 特 集 号 発 刊 理 工 総 研 1 0 周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム
こ れ か ら の 私 立 大 学 に お け る 産 学 連 携 と そ の 戦 略 講 演 報 告 集 ,
( 2 0 0 5 年 )
1 3 6 .  w e a r  l , o s s  a n d  E l u t i o n  o f  c .  P .  T i  a n d  T i t a n i u m  A 1 1 0 y  i n  s i m u l a t e d  B o d y
F l u i d s
K .  u e d a ,  T .  N a r u s h i m a ,  C .  O U C 1 1 i  a n d  Y . 1 g u c h i ,
M a t .  s d .  F o r 田 n . , 4 7 5 - 4 7 9 , ( 2 0 0 5 ) , 2 3 3 3 - 2 3 3 6
1 3 7 .  T h e  E 丘 e c t s  o f  D y n a m i c  R e c r y s t a Ⅱ i z a t i o n  o n  y  G r a i n  R e f i n e m e n t  a n d
I m p r o v e m e n t  o f  M i c r o  s e g r e g a l i o n  o f A s  c a s t A u s t e n i t e  i n  9 % N i s t e e l
S .  H 0 廿 a ,  T .  M u r a k a m i ,  T .  N a N s h i m a ,  Y . 1 g u c h i  a n d  c .  o u c h i ,
I s u  l n t e m a l i o n a l , 4 5  1 3 ] ( 2 0 0 5 ) , 3 3 8 3 4 6
1 3 8 .  H y d r o t h e r m a l s y n t h e s i s  o f z e o l i l e  A  u s i n g  B l a s {  F 山 ' n a c e  s l a g
Y .  s u g a n o ,  T .  M u r a k a l n i ,  C 、  o u c h i ,  Y . 1 g u c h i ,  R .  s a h a r a  a n d  T .  N a N s h i m a ,
I s u  l n t e r n a t i o n a l , 4 5  [ 6 ] ( 2 0 0 5 ) , 9 3 7 - 9 4 5
1 3 9 .  u n i v a ' s i t y 、 1 n d u s t r y  c o o p a ' a t i o n  i n J a p a n :  s o m e  N e w  E v i d e n c e  h o m  u n i v e t s i t i e s
Y .  c a o ,  Y . 1 g u c h i a n d  Y .  H a r a y a m a ,
P r o c e e d i n g s  o f t h e  2 0 0 5  P o r a a n d  l n t e r n a l i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  M a n a g e m e n l o f
E n g i n e e r i n g  a n d  T e c h n 0 1 0 g y  ( P I C M 訂 ' 0 5 ) , ( 2 0 0 5 ) , 乃 ・ 8 3
1 4 0 . 米 国 の 大 学 に お け る 技 術 移 転 発 展 モ デ ル に 関 す る 研 究
谷 治 和 文 , 曹 勇 . 井 口 泰 孝 ,
日 本 知 財 学 会 第 3  回 年 次 学 術 研 究 全 国 大 会 論 文 集 , ( 2 0 0 5 ) , 4 1 8 - 4 2 1
( 2 0 0 4 ) . 2 8 - 3 1
1 4 1
ハ イ テ ク 分 野 に お け る 知 的 財 産 戦 略 に 関 す る 日 中 の 現 状 分 析
曹 勇 , 井 口 泰 孝 ,
日 本 知 財 学 会 第 3  回 年 次 学 術 研 究 全 国 大 会 論 文 集 , ( 2 0 0 5 ) , 4 7 6 - 4 7 9
1 4 2 . 法 人 化 に 伴 う 大 学 知 財 本 部 と T L 0 と の 連 携 体 制 の 構 築 : 東 北 大 学 の 事 例
曹 勇 , 井 口 泰 孝 , 原 山 優 子 , 高 橋 富 男 ,
産 学 連 携 学 会 第  3  回 全 国 大 会 論 文 集 , ( 2 0 0 5 ) , 4 7 - 4 9
1 4 3
F a t i g u e  p r o p e H i e s  o f  s t a i n l e s s  s t e e l  w i r e  R o p e s  f o r  E l e c l r o d e s  i n  F u n c l i o n a l
E l e c t r i c a l  s t i m u l a t i o n  s y s t e m s
T .  N a 血 S h i m a ,  K .  s u z u l d ,  T .  M u r a k a m i ,  C .  o u c h i a n d  Y . 1 g u c h i ,
M a t e r .  T r a n s . , 4 6  f 9 ] ( 2 0 0 5 ) , 2 0 8 3 - 2 0 8 8
144Preparation of calcium phosphate Fi11ns by Radiofrequency Magnetron
Sputtering.
T. Narushin〕a,1<. ueda, T. Goto, H. Masumoto, T. Katsube, H. Kawamura, C
Ouchi and Y.1guchi,
Mater. Trans.,46 [10](2005),2246-2252
Development of Dental and Medical systems for Reconstl'uction ot Human
Body with High perfonnance Titanium Materials
T. kltsube, K. ueda, T. Narushima, T. Goto, Y.1guchiand H. Kawamura,
Proc.1nternational symposium for lnte1イace oral Health science,in pl'ess
Prefen、ed orientation of caldum phosphate FⅡms prepared by RF Magnelron
Sputtering
K. ueda, T. Narushima, T. Goto, T. Katsube, H. Kawamura, C. ouchi and Y
Iguchi,
1、rchives of Bioceramics Research, volume 5,(2005),59-62
111e E丘ects ofthe Japanese Bayh・Dole system h'oln universiw patenting and
Licensing
Y. cao and Y.1guchi
JournalofThe Economic sodew, submitted
発明概念の研究
酒井宏明,井口泰孝,曹勇,
パテント,駆[10](2005),1634
米国技術移転発展モデルの提案とその検証
谷治和文,曹勇, j・↑口泰孝,
研究・技術計画学会第20回年次大会論文集,(2005),3336
米国大学TL0の技術移転発展モデルの提案と検証
谷治和文,井口泰孝,曹勇,
則g11tNOW,1 [5](2006).4-9
米国の大学における技術移転サイクルの提案と検証
谷治和文,井口泰孝,曹勇,
パテント,投稿中
情報化社会に伴うパラダイム・シフトと恬報イ呆護法としての新たな制度設計
酒井宏明,井口泰孝,曹勇,
知財管理,5611](2006), accept
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1 5 3
β  G r a i n  R e 丘 n e m e n t  d u e  t o  s m a Ⅱ  A l n o u n t s  o f  Y t l r l u m  A d d i l i o n  i n  a + β  T y p e
T i t a n i u m N l o y ,  S P ・ 7 0 0
S . H o l t a ,  K . Y a m a d a ,  T . M u r a l く a m i ,  T . N a l u s h l m a ,  T . 1 g u c h i ,  C . o u c h i ,
I s u  l n t e r n a t i o n a l ,  a c c e p t e d
C 0 2 ガ ス を 利 用 し た チ タ ン お よ び チ タ ン 合 金 の 表 而 硬 化 処 理
金 元 哲 . 佐 原 亮 二 . 成 島 尚 之 . 井 口 泰 孝 . 大 内 千 秋 .
鉄 と 鋼 , 受 理
C h a r a c t e r i z a l i o n  o f  c a l c i u m  p h o s p h a t e  F Ⅱ m s  p r e p a r e d  b y  R F  M a g n e t r o n
S p u t t e r i n g
T .  N a r u s h i m a ,  K .  u e d a ,  T .  G o t o ,  T .  K a t s u b e ,  H .  K a w a m u r a ,  C .  o u c h l  a n d  Y
I g u c h i ,
P r o c . 2 0 0 5  M R S  F a 1 1 M e e t i n g  s y m p o s i a ,  s u b m i 1 1 e d
A Ⅱ o y  D e s i g n i n g  a n d  p r o p e r l y  E v a l u a t i o n  o f  N e W  β  T y p e  T i t a n i u m  N l o y  w i t h
E x c e Ⅱ e n t  c o l d w o r k a b i Ⅱ l y  a n d  B i o c o m p a t i b i l i t y
K .  T a n e i c h i ,  M .  T a i r a ,  E .  s u k e d a i ,  T .  N a r u s h i m a ,  Y . 1 g u c h i  a n d  c .  o u c h i ,
I s u  l n t e r n a t i o n a l ,  s u b m i t t e d
S u r f a c e  H a r d e n i n g  T r e a t m e n t i n  u s e  o f  c o  G a s  a n d  p o s t ・ h e a t  T r e a t m e n t  i n
C . P .  T Ⅱ a n i 山 n  a n d T i t a n i u m N l o y s
Y .  Z .  N m ,  T .  M u r a k a m i ,  T .  N a r u s h i m a ,  Y . 1 g u d l i a n d  c .  o u c h i ,
S o l i d  s t a t e  p h e n o l n e n a ,  s u b m i t t e d
1 5 4
1 5 5
1 5 6
1 5 7
Ⅲ . 解 説 ・ 評 論
1 . 機 能 的 電 気 刺 激 用 経 皮 的 埋 め 込 み 電 極
井 口 泰 孝 ,
谷 本 好 則 , 国 分 馨 , 半 田 康 延 , 星 宮
亡 目
三 豆 三 .
日 本 金 属 学 会 会 報 , 2 8 [ 3 ]  a 9 8 9 ) , 1 8 4 - 1 8 7
2 .  H i g h 、 T e m p e r a t u r e  o x i d a t i o n  o f s i l i c o n  c a r b l d e  a n d  s i l i c o n  N i t r i d e
T .  N a l u s h i m a ,  T .  G o t o ,  T .  H i r a i  a n d  Y . 1 g u c h i ,
M a t e r .  T r a n s .  J I M . , 3 8 1 1 0 l  a 9 9 7 ) , 8 2 1 - 8 3 5
3 . 超 高 純 度 粘 製 技 術 に 基 づ い た 機 能 的 電 気 刺 激 用 生 休 埋 込 み ス テ ン レ ス 鋼 製 電
極 の 開 発
井 口 泰 孝 , 成 島 尚 之 、 星 宮 望 , 半 田 康 延 ,
ふ ぇ ら む , 4  江 1 ] ( 1 9 9 9 ) , 7 3 7 ー フ 4 0
4 キャンパスインキュベーションー東北大学ではー
井口泰孝,
まてりあ,38 [11](1999),855・856
材料技術戦略における産学官連携
村πコ泰孝,
日本金属学会研究会20世紀材料技術の回顧と展望一ある合宿研究会の記録一,
(200の,1-6
産学官の連携強化WG報告
井口泰孝,
まてりあ,40 [5](2001),467-468
技術社会システムの構築を目指した人材育成
井口泰孝,
まてりあ,42 [2](2003),99-102
大学から見たべンチャー起業の必要性と将来展望
曹勇,井口泰孝,
まてのあ,44 [2](2005),637-640
恬報化社会に伴う特許法のパラダイム・シフト
酒井宏明,井口泰孝,曹勇,
知財プリズム(f鰍斉産業調査会の出版物),3 [371(2005),71-78
技術経営における知的財産戦略
酒井宏明,井口泰孝,曹勇,
まてりあ,45 [U (2006),101-105
5
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21
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IV.その他
1.溶融スラグの水蒸気吸収について
井日泰孝,不破祐,有馬慶治,
日本学術振興会,19委・9572, a釘3),1-22
2.ラマン分光法による Cao・si02・A1203 系スラグの構造解析
萬谷志郎,井口泰孝,米澤公敏.仁利立隹・一郎,
日本学郁H辰興会, H0委・173, a985),1-15
2 2
3
ラ マ ン 分 光 法 に よ る  C a o s i 0 2 ・ T i 0 2 系 ス ラ グ の 構 造 解 析
萬 谷 志 郎 , 井 [ ] 泰 孝 , 米 擇 公 敏 , 仁 利 ・ 雛 ・ 一 郎 ,
1 ヨ 本 学 術 振 興 会 , 1 4 0 委 ・ 1 8 0 , ( 1 9 8 5 ) , 1 - 1 6
溶 融  F e t o ・ c a o ,  F e t o c a o ・ s i 0 2  系 ス ラ グ の 生 成 熱
萬 谷 志 郎 , 井 口 泰 孝 , 石 塚 晴 彦 . 柴 田 尚 ,
日 本 学 袮 H 辰 興 会 . 1 9 委 ・ 1 0 7 3 2 . ( 1 9 8 6 ) , 1 ・ 1 7
ラ マ ン 分 光 法 に よ る 2 元 系 珪 酸 塩 の 構 造 解 杤
萬 谷 志 郎 , 井 口 泰 孝 , 船 岡 洋 ・ ・ , 仁 利 ψ 准 ・ 一 郎 .
日 本 学 術 振 興 会 、  1 4 0 委 ・ 1 8 8 , ( 1 9 8 6 ) , 1 - 1 6
フ ッ 化 物 を 含 む 溶 融 酸 化 物 の 枇 造 解 析
萬 谷 志 郎 , 井 口 泰 孝 、 船 岡 洋 一 ' , 仁 利 ・ 雄 一 ・ 郎 .
日 本 学 術 振 興 会 . 1 4 0 委 ・ 2 0 0 , ( 1 9 8 7 ) , 1 - 1 5
S i C の 高 温 ア ク テ ィ ブ 酸 化 機 構
後 藤 孝 , 成 島 尚 之 , 平 井 敏 雄 . 井 口 泰 孝 ,
第  9  回 高 i 品 材 料 ・ 基 礎 討 論 会 ,  s i C  質 セ ラ ミ ッ ク ス の す べ て , ( 1 9 8 9 ) , 9 8 - 1 0 2
高 純 度 鋼 溶 製 の 物 理 化 学
井 口 泰 孝
靜 Π 4 3 , 1 4 4 回 西 山 記 念 技 袮 希 韓 座 ,  a 四 2 ) , 2 9 - 5 0
鉄 お よ び 鋼 中 の 窒 素 定 量 に 関 す る 熱 力 学 的 ・ 一 老 察
成 島 尚 之 , 井 口 泰 孝 ,
日 本 学 術 振 興 会 , 1 9 委 ・ 1 1 3 4 7 , ( 1 9 9 2 ) , 1 - 8
鉄 鋼 製 錬 に お け る 最 近 の ス ラ グ , フ ラ ッ ク ス の 動 向
渡 遇 邪 1 麦 , 井 口 泰 孝 ,
日 本 学 ■ 行 振 興 会 , 1 9 委 ・ 1 1 3 3 9 , ( 1 9 9 2 ) , 1 - 6
A c t i v e  a n d  p a s s i v e  o x i d a t i o n  o f  s i l i c o n ・ b a s e d  c e r a m i c s
T .  N a r u s h i m a ,  Y . 1 g u c h i ,  T .  G o t o  a n d  T .  H i r a i ,
I n l e r n a l i o n a l  s y m p o s i u m  o n  H i g h  T e m p e l ' a t 1 Ⅱ ' e  M a l e r i a l s  t o  s o l v e  G l o b a l
E n v i r o m n e n t a l  p r o p e 1 1 i e s ,  a 9 9 3 ) , 1 6 3 - 1 6 5
シ リ コ ン 基 セ ラ ミ ッ ク ス の 高 温 酸 化
成 島 尚 之 , 後 藤 孝 , 井 口 泰 孝 , 平 井 敏 雄 ,
新 素 材 ・ 新 コ ー テ ィ ン グ の 高 温 耐 環 境 性 , 日 本 金 属 学 会 , ( 1 9 9 4 ) . 2 1 - 2 4
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6
7
8
9
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13 二次イオン質量分析計によるセラミックスの高温酸化皮膜中の水宗分析
井口泰孝,成島尚之,
青集工業会報.39、 a四5),14-17
スラグの顕微ラマン観察
井口泰孝,成島尚之,
製鋼スラグの発生最低減と資源化・製鍋スラグの某礎と応則研究会最終報告
当・ー,日本鉄鋼恊会, a997),207-212
溶解熱熱量引'によるスラグ中Fca0 の定疑
井口泰孝,成島尚之.
製鋼スラグの充生艮低減と資源化・製鋼スラグの基礎と応用棚究会最終帳告
書一,日本釧J剛刷会,(1鯛7),217-225
シリコンおよびシリコン基セラミックスの高温加速酸化におよぽす水素の二獣峰
井口泰斈,成島尚之,後藤孝.平井敏雄,
第120回防食腐食シンポジウム資判・,(1的8),3038
11Ⅳestigauon ofthe used FES Eleclrodes and Development of New Electrode
forTola]1y lmplanted FEs system
Y.1guchi, T. Nalushima, M. watanabe, T.1qnalni, Y, Handa and N. HOSI]imiya,
Proceedings oftl〕e 811〕 Korea・Japan FEs symposi山n, a998),4
「産学りエゾンの展1刑一新産業創出に対する学界の役割一」企画にあたって
井口泰孝_
まてりあ,38[11](1999)、 829
東北地区に,壮大なテクノロジーのネットワークを創造する
井口泰孝,
経済界666 (1999),101-102.
/)、 学界・学会での産学連携^,
井口泰孝,
電気学会基礎・材料・共通部門大会講演諭文集,(2000),1-6
機能的電子刺激用生体埋込ステンレス鋼電極の開発
大内千秋,井Π泰孝,没辺雅俊,成島尚之,木浪彬'利,西川貴洋,
日本学術振興会製鋼第19委員会反応プロセス研究会援出資料.19委、
H899,反応プロセス・11-80,(20OD
14
15
16
17
18
23
19
20
21
2 4
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産 学 官 連 携 の あ り 方 一 東 北 人 学 の 活 動 を 中 心 と し て ー
井 口 泰 孝 ,
ビ ジ ョ ン ー 第 Ⅱ 同 野 田 産 学 官 交 流 会 詠 耕 寅 記 録 , 束 京 理 科 大 学 ,
科 学 フ ォ ー ラ ム ( 2 0 O D , 5 - 1 0
L i a i s o n  り エ ゾ ン . 産 学 連 携
井 口 泰 孝 .
N I C H e  N e w s v 0 1 . 1  ( 2 0 O D , 3
技 材 寸 社 会 シ ス テ ム 専 攻 ( M a n a g e m e n t  o f  s c i e n c e  &  T e c h n 0 1 0 g y  D e p a r t m e n t
M o s r )
井 口 泰 孝 ,
N I C H e  N e w s v 0 1 . 3  ( 2 0 0 2 ) , 3
セ ラ ミ ッ ク ス 表 面 ・ 界 面 の 異 方 性
井 口 泰 孝 , 成 島 尚 之 . 江 頭 繁 樹 , 大 内 千 秋 ,
日 本 学 術 振 興 会 製 鋼 第 1 9 委 員 会 反 応 プ ロ セ ス 研 究 会 提 出 資 料 , 1 9 委 ・
1 2 0 3 2 . 反 応 プ ロ セ ス ・ 」 ・ 4 6 , ( 2 0 0 3 )
生 休 用 新 α + β 型 チ タ ン 合 金 で の 超 微 細 組 織 の 創 製
平 野 貴 大 , 佐 原 亮 二 , 成 島 尚 之 , 井 口 泰 孝 , 大 内 千 秋 ,
「 対 心 立 方 系 チ タ ン 合 金 」 フ ォ ー ラ ム 成 果 帳 告 会 講 演 概 要 集 , ( 2 0 0 3 ) , 1 9 - 2 0
地 域 連 携 と 組 織 的 な 産 学 連 携 強 化 に つ い て
井 口 泰 孝 ,
N I C H e  N e w s v 0 1 . 5  ( 2 0 0 3 ) , 2
法 人 化 の 成 否 を 決 め る プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル
井 口 泰 孝 ,
N I C H e  N e w s v 0 1 . 6  ( 2 0 0 4 ) , 6
冷 問 圧 延 性 と 超 塑 性 性 能 に 優 れ た 生 体 用 新 α + β 型 チ タ ン 合 金 の 合 金 設 計 と 諸
ヰ 予 性
平 野 貴 大 , 村 上 太 一 , 井 口 泰 孝 , 大 内 千 秋 , 成 島 尚 之 ,
日 本 鉄 鋼 協 会 材 料 の 組 織 と 特 性 部 会 「 高 加 工 性 チ タ ン 合 金 フ ォ ー ラ ム 」 成
果 帳 告 講 演 概 要 集 , ( 2 0 0 4 ) , 2 7 - 2 9
2 3
2 4
2 5
2 6
2 7
2 8
2 9
